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研究成果の概要（和文）：入退院について年齢、性別、診断、在院期間などの属性を通じた社会史的な構造をまとめて
昭和戦前期の精神病院の利用のパターンを確定した。長期入院は全入院件数の5%程度で短期入院が主だったこと、短期
入院は当時の先端的な治療法を重点的に行うものであったことを明らかにした。在院中の患者の行動については、臨床
において医師の質問に対する答えや手紙・手記・伝記などの＜作品＞の形で自らについて述べたことが記録され、医師
によって保存されていたことを明らかにした。これらは『精神医療の哲学』（東大出版会、近刊）とHistory of Madne
ss (Routledge, forthcoming)に論文の形で発表した。

研究成果の概要（英文）：During the period of funding, I researched two aspects of psychiatric practice at 
Ohji Brain Hospital and published their results in two academic papers. I have clarified the patterns of 
the use of the psychiatric hospital and found that short-term stay with the purpose of cure, which had 
not been often realized, was the major pattern. I have also analyzed the patients’ discourse both in 
their reply to doctors’ questions and in their original writings and drawings.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 

 

 精神医療が隔離閉鎖型の精神病院から離

脱して、地域精神医療に向かうという大き

な転機を迎えている現在、過去と現在の精

神病院の実態を検討する作業が強く求めら

れているが、史料の利用可能性が極めて限

定されていたため、精神科臨床の実態の研

究はほとんど進んでいなかった。その状況

で、医師と患者の間の治療や発言が記録さ

れた症例誌をまとまった形で入手して整理

して、分析を行うことが求められていた。 

 研究の主たる資料となる症例誌やその他

の史料が、保護・整理されていない状態で

露出した状態で研究室に置かれていた状態

であった。また、個々の患者の症例誌が露

出して未整理の状態であった。 

 

２．研究の目的 

 症例誌というタイプの史料は、病院を中

心に相当程度保存されているが、これまで

日本の医学史の研究者によって用いられて

こなかった。この研究は、症例誌を用いた

初めてのまとまった研究成果を世に問い、

その実証データに基づいて医学史研究の問

題設定と方法論におけるイノヴェーション

の方向性を示唆する。さらに、将来の研究

のために他の病院における症例誌の保存状

況を確認する。具体的には、患者という人

口集団の性別、年齢、居住地、職業、在院

期間などから精神病院という場のデモグラ

フィーを研究する視点を打ち立て、それを

背景にして医師‐患者‐社会の関係を分析

し、特に治療法などを解釈する枠組みを作

り上げる。 

 

３．研究の方法 

 

 個々の患者の症例誌から、計量される属

性をデータベース化して、年齢、性別、在

院期間、費用負担者（私費か公費か）など

についての分析が可能であるようにした。

治療の方法についても、サンプルを取って

計量的な分析が可能であるデータを作成し

た。一方で、質的な読解を通じて、記録さ

れた患者の発言や、患者が著者となった文

書の分析を整理して、それらの分析を行っ

た。 

 

４．研究成果 

 王子脳病院の患者症例誌を用いた研究を

行った。具体的な研究は、以下の三点に分

類される。1) 患者の症例誌を中心とする資

料をアーカイブズ学の視点のもとで整理し、

2)患者の入退院の構造、入院期間中の医療

の性格、患者の行動の分析、3) 精神病院の

内部で起きたことがどのように同時代の文

化・社会と関係していたかを明らかにする

こと。 

1) 患者の症例誌の保存について、これまで

露出していた資料を、「薄様」と呼ばれる保

存用の紙で包み、それらを中性紙箱に入れ

て、患者の氏名の五十音順に分類するとい

う作業を行った。この作業により、研究論

文などで用いた史料を追認する経路を確保

した。そのために、文書管理とアーカイブ

ズ学の専門家の助けを借りた。 

2) 患者の入退院の構造は、患者の在院期間

と転帰が公費患者と私費患者で大きく違う

ことを明らかにした。公費患者の在院期間

の中間値は 2年から 3年程度であり、第二

次大戦末の急激な死亡の時期を除いても、

約 2/3 が病院内で死亡していた。一方私費

患者においては、在院期間の中間値は一か

月強であり、死亡したのは一割程度であっ

た。また、数的には、公費が１割、私費が

9 割であり、公費患者に与えられる医療は

ごく少ないのに対し、私費患者はインシュ

リンショックや電気ショックなどのさまざ

まな当時の先端的な医療が与えられた。公



費患者に「治療」が与えられるときには、

暴力行為の直後の電気ショックなど、懲罰

的な性格を持つものであった。病院の全体

的な性格としては、短期の在院期間に集中

的な治療を受ける私費患者に重点があった。 

3) 精神病院の内部において、診療の基本に

は患者の発言があった。個々の患者は毎日

診療を受け、医師の質問に対して答え、そ

の答えが記録された。それ以外にも患者の

発言は記録されていた。精神病院の外部に

おいても、同時期には、精神疾患と精神病

院が文学の関心の焦点の一つとなっていた。

島田清次郎や辻潤などの多くの文学者、中

村古峡、島崎藤村、高村光太郎、上林暁な

ど、多くの作家の家族が精神病にかかって

精神病院などに収容され、それが文学にお

いて記述された。芥川龍之介の「河童」、夢

野久作の『ドグラ・マグラ』など、精神病

患者の言葉とされるものが、数多くの文学

作品において取り上げられた。精神病院と

いう場と精神疾患の発言は、精神医療の中

で問題となって記録されただけでなく、文

学などを通じて社会でも流通するようにな

った。 
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